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研究成果の概要（和文）：研究成果は、世界金融危機をテーマとして、(i)理論的には金融市場を成長論に組み込んだ
モデルを発展させたこと、(ii)実証的にはPANIC(Panel Analysis　of Nonstationary in Idiosyncretic and Common c
omponents)の手法を使って危機波及過程の一部を解明したこと、(iii)政策的には「メカニズムデザイン」の理論を使
って危機に対するいくつかの政策提言をしたことである。
研究成果の概要（英文）：The results of this project have provided an endogenous growth model with the fina
ncial sector, a partial process of crisis contagion by using the PANIC method, and some policies on the gl
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